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1996年	 「アジア・太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」設立
2002年	 EAAFPが、持続可能な開発に関する世界首脳会議において、
	 タイプ２イニシアティブとして登録
2006年	 パートナーシップ設立及び第1回パートナー会議開催（インドネシア・ボゴール）
2007年	 第2回パートナー会議（中国・北京）
2008年	 第3回パートナー会議（韓国・仁川）
2009年	 EAAFP事務局の運営に関する５年間の覚書を、EAAFP議長国、
	 韓国環境部及び仁川市の間で調印
	 東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ事務局設立
	 第4回パートナー会議（韓国・仁川）
2010年	 第5回パートナー会議（カンボジア・シェムリアップ）
2012年	 第6回パートナー会議（インドネシア・パレンバン）
2013年	 第7回パートナー会議（米国・アラスカ）
2015年	 第8回パートナー会議（日本・釧路）
2017年	 第9回パートナー会議（シンガポール）
2018年	 第10回パートナー会議（中国・海南）
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ボン条約事務局
（移動性の野生動植物種の
国際取引に関する条約）

（2006）

ラムサール条約事務局
（特に水鳥の生息地と
して国際的に重要な
湿地に関する条約）

（2006）

国際連合食糧
農業機関
（2009）

北極評議会動植物相
保全作業部会
（2013）

生物多様性条約
事務局
（2014）

東南アジア諸国連合
生物多様性センター
（2014）
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水鳥の９つの主要な渡りのフライウェイ

渡り性水鳥が毎年渡るルートのことを「フライウェイ」と呼びます。
この図は、主にシギ・チドリ類の渡りルートに基づいたフライウェイを示しています。

中央アジア地域フライウェイ
黒海・地中海地域フライウェイ

西アジア・東アフリカ地域フライウェイ
東太平洋地域フライウェイ

西太平洋地域フライウェイ
アメリカ太平洋地域フライウェイ
ミシシッピ地域フライウェイ
アメリカ大西洋地域フライウェイ

東アジア・
オーストラリア地域
フライウェイ

　東アジア・オーストラリア地域フライウェイにおける「渡り性水鳥重要生息地ネットワーク」の構築
はパートナーシップの重要な活動の一つで、当フライウェイ内の渡り性水鳥が長期にわたって存続でき
るよう、国際的に重要な湿地の持続可能な管理を担保することが目的です。
渡り性水鳥重要生息地ネットワークは、フライウェイ内に生息する共通の種や個体群の渡りを通して生
息地同士が相互につながっていることを気づかせてくれます。

　渡り性水鳥にとって国際的に重要な湿地は当フライウェイ内に950以上あり、それぞれが1つ以上の
参加基準を満たすと考えられています。現在、18ヵ国140ヵ所以上の湿地がこの重要生息地ネットワー
クに参加しています。

　新規ネットワーク参加地の申請ができるのは、政府パートナーのみです。EAAFP事務局と各種群の
専門家は、候補地の選定やその湿地が満たす参加基準について助言を与え、事務局はネットワークの管
理・促進を実施します。

渡り性水鳥重要生息地ネットワーク	
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東アジア・オーストラリア地域フライウェイにおける渡り性シギ・チドリ類の保全優先順位
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